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歴
史
的
豪
雨

　

災
害
前
日
の
７
月
４
日
、
こ

の
日
は
雨
が
激
し
く
降
り
、
旧

土
佐
山
田
町
で
は
災
害
対
策
本

部
を
設
置
し
て
い
た
。

　

災
害
の
起
き
た
繁
藤
で
は
、

７
月
５
日
午
前
５
時
か
ら
午
前

７
時
の
間
に
時
間
雨
量
95
㍉
以

上
の
驚
異
的
な
豪
雨
と
な
り
、

４
日
午
前
９
時
か
ら
５
日
午
前

９
時
ま
で
の
降
水
量
は
742
㍉
に

達
し
、
気
象
庁
開
設
以
来
10
番

目
の
記
録
と
な
っ
た
。

一
次
災
害
発
生

　

５
日
午
前
５
時
ご
ろ
、
追
廻

山
（
お
い
ま
わ
し
や
ま
）
で
１

回
目
の
山
崩
れ
が
起
き
た
。
民

家
に
土
砂
が
流
入
し
、
私
設
消

防
団
が
土
砂
を
取
り
除
く
作
業

に
当
た
っ
て
い
た
。

　

午
前
７
時
前
、
２
回
目
の
山

崩
れ
が
起
こ
り
、
そ
の
家
の
裏

手
で
警
戒
中
の
繁
藤
消
防
団
員

が
生
き
埋
め
と
な
り
、
新
た
に

民
家
１
棟
が
半
壊
と
な
っ
た
。

土
砂
は
こ
の
家
屋
を
通
っ
て
国

道
ま
で
流
出
し
て
い
た
。

困
難
な
救
出
作
業

　

雨
が
激
し
く
降
り
、
３
度
目

の
山
崩
れ
が
起
こ
り
、
救
出
作

業
は
中
断
さ
れ
た
。
救
出
作
業

が
再
開
さ
れ
、
人
力
で
な
か
な

か
進
ま
な
い
作
業
に
、
午
前
10
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元消防職員
光明 和夫

災害当日は、勤務明け
であったが、１次災害
が起き、配備された。
巡回中に無線で、「汽
車が埋まった」と連絡
が入り、繁藤に向かっ
た。災害現場は、鉄道
の枕木の間から遺体が
見え、壮絶な光景で手
もつけられない状態だ
った。雨は降り続いて
いたが救助作業は始ま
っておらず、現場の様
子をひとことで表すと
『静か』であった。こ
の災害により、多くの
同僚・先輩を失い、自
然災害の恐ろしさを実
感しました。必ずくる
であろう南海地震等の
自然災害に対し、まず
自分の身体を守り、住
民の手助けができるよ
うにしたいと考えてい
ます。

市政策企画財政課長
濱田 賢二

繁藤大災害発生時に動

員された旧土佐山田町
の職員は私を含め、わ
ずか３人になった。市
職員には、平常時の業
務はもとより、有事の
際には、先頭に立って
行動するという市民の
期待があるということ
を、日ごろから肝にめ
いじておいてほしい。

繁藤大災害から４０年
語り継ぐとき特集

　６０名の尊い命が奪われた昭和４７年７月５日に起きた豪雨・繁藤 山崩れ災害から

４０年が経った。全国でも最大規模の大災害は私たちに多くの教訓を残した―――

繁藤大災害から４０年
語り継ぐとき特集

①２次災害後の現場。

繁藤駅の歩道橋の先

には列車が横転して

いる。穴内川に水没

した２両目の客車に

は車掌や学生が乗っ

ていた。停車中のも

う１台の列車は土砂

に押されて、川をと

びこえて対岸の山肌

に突き当たり、スク

ラップとなった。

②一次災害後の救出作業現場。山腹からは大量のわき水が流

れていた。この後大崩壊が起こる。③難航する二次災害後の

捜索作業。④災害時は商店街も冠水していた（土佐山田町西

本町）。⑤橋脚が陥没して北側に傾いた香我美橋（土佐山田

町神母ノ木）。このほか山田ゼキの決壊や、新改川のはんら

ん、上改田橋が陥没するなど、各地で大きな被害が出た。

時
ご
ろ
、
シ
ョ
ベ
ル
カ
ー
に
よ

る
家
屋
・
土
砂
の
取
り
除
き
作

業
が
始
ま
っ
た
。
こ
の
間
、
作

業
員
は
、
全
員
国
道
側
で
作
業

を
見
守
り
、
人
力
を
要
す
る
場

合
に
応
じ
ら
れ
る
体
勢
で
集
結

し
て
い
た
。

　

こ
の
と
き
、
現
場
の
山
腹
か

ら
は
大
量
の
わ
き
水
が
流
れ
出

し
て
い
た
。

二
次
災
害
発
生

　

10
時
50
分
、
激
し
い
雨
の
た

め
に
崩
土
が
流
れ
、
シ
ョ
ベ
ル

カ
ー
に
よ
る
作
業
が
中
断
さ
れ

た
。
国
道
上
で
待
機
中
の
作
業

員
は
、
東
西
に
数
十
㍍
退
避
し

た
そ
の
直
後
、
お
よ
そ
高
さ
10

㍍
、
幅
25
㍍
の
山
崩
れ
が
起

き
、
２
棟
が
被
害
を
受
け
た
。

　

退
避
し
て
い
た
作
業
員
は
さ

ら
に
、
現
場
か
ら
遠
く
に
離
れ

た
。

　

こ
の
４
度
目
の
山
崩
れ
か
ら

１
分
後
の
10
時
55
分
、
つ
い
に

大
崩
壊
が
起
き
た
。

　

山
腹
に
大
き
な
亀
裂
が
発
生

し
、
雷
が
落
ち
た
か
の
よ
う
な

音
と
と
も
に
、
約
10
万
㎥
の
土

砂
が
一
瞬
の
う
ち
に
、
駅
前
付

近
の
集
落
を
押
し
流
し
て
、
60

名
が
行
方
不
明
と
な
り
、
一
次

災
害
と
あ
わ
せ
、
60
名
の
尊
い

命
が
奪
わ
れ
た
。

難
航
す
る
捜
索
活
動

　

災
害
発
生
当
日
、
災
害
現
場

に
は
陸
上
自
衛
隊
を
は
じ
め
、

次
々
と
救
援
が
あ
り
、
重
機
も

投
入
さ
れ
た
。
行
方
不
明
者
の

捜
索
作
業
は
徹
夜
で
続
け
ら
れ

た
が
、
あ
ま
り
に
も
大
き
な
災

害
と
断
続
的
な
大
雨
の
た
め
、

懸
命
な
活
動
に
も
か
か
わ
ら
ず

難
航
し
た
。

　

町
内
外
か
ら
約
１
５
０
０
人

が
連
日
動
員
さ
れ
、
捜
索
は
遺

体
を
傷
つ
け
な
い
よ
う
に
ス
コ

ッ
プ
で
の
作
業
が
行
わ
れ
た
。

　

川
底
か
ら
も
遺
体
が
発
見
さ

れ
、
穴
内
川
下
流
で
は
、
町
職

員
や
消
防
団
員
な
ど
が
出
動

し
、
遺
体
が
流
れ
ぬ
よ
う
に
、

濁
流
の
中
で
、
金
網
を
は
り
、

万
全
の
構
え
で
捜
索
に
あ
た
っ

た
。

　

７
月
22
日
、
ダ
イ
バ
ー
67
人

を
中
心
に
900
人
が
参
加
し
た
穴

内
川
か
ら
吉
野
川
ま
で
の
延
べ

22
㌔
㍍
の
一
斉
河
川
捜
索
を
終

え
、
事
故
発
生
以
来
活
躍
し
た

自
衛
隊
が
引
き
上
げ
た
。
こ
の

と
き
の
遺
体
収
容
数
は
57
体

で
、
最
後
の
行
方
不
明
者
の
遺

体
が
発
見
さ
れ
た
の
は
翌
年
２

月
で
あ
っ
た
。

支
援
の
輪

　

全
国
的
に
報
道
さ
れ
た
こ
の

災
害
に
は
、
義
援
金
や
救
援
物

資
が
続
々
と
寄
せ
ら
れ
、
絶
望

と
不
安
の
極
に
あ
る
遺
族
に
希

望
を
与
え
、
作
業
に
あ
た
る
人

た
ち
に
大
き
な
励
ま
し
と
な
っ

た
。
義
援
金
総
額
は
６
８
７
５

万
９
２
９
６
円
。
救
援
物
資
は

遠
く
北
海
道
・
関
東
方
面
か
ら

も
、
昼
夜
を
と
わ
ず
大
量
に
届

け
ら
れ
た
。
物
資
に
は
生
鮮
食

品
が
多
く
、
現
場
で
給
食
と
な

っ
て
支
給
さ
れ
、
底
冷
え
す
る

河
床
の
夜
間
作
業
や
炎
天
下
で

捜
索
す
る
人
々
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

源
と
な
っ
た
。
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